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✀々のイオン伝ᑟᛶセラミックスは、㟁ụ、⇞ᩱ㟁ụ、㓟⣲分㞳⭷、ガスセンサをはじめとする

ᵝ々な㟁Ẽ化学デバイスの固体㟁ゎ㉁としてᛂ⏝されている。≉に、すべての㒊ᮦを固体でᵓᡂし

た全固体㟁Ẽ化学デバイス㸦全固体イオニクスデバイス㸧は、⪏⇕ᛶや⪏久ᛶに優れており、ᵝ々

なᛂ⏝が᳨ウされている。全固体㟁Ẽ化学デバイスは、イオン伝ᑟセラミックスからなる固体㟁ゎ

㉁と㔠ᒓ、半ᑟ体、ΰ合伝ᑟ体などの㟁ᴟからᵓᡂされる。これら全固体㟁Ẽ化学デバイスの≉ᛶ

をᕥ右する㔜せな因子には、固体㟁ゎ㉁のイオン伝ᑟᗘ、㟁ᴟの㟁子伝ᑟᛶ、ΰ合伝ᑟᛶ、ゐ媒ά

ᛶはもちろんのこと、㟁ᴟ/㟁ゎ㉁⏺㠃のⰋ好な᥋合が㔜せとなる。また、ガスとの反ᛂを利⏝する

場合は、Ẽ┦/㟁ᴟ/固体㟁ゎ㉁からなる三┦⏺㠃のタィもᚲせ不可Ḟである。したがって、各✀㒊

ᮦの≀ᛶだけではなく、デバイスとして⤌み上げ⏺㠃をᵓ⠏するプロセスも㔜せとなる。 

ᡃ々のグループでは、全固体㟁Ẽ化学デバイスのなかでも、㓟化≀イオン伝ᑟ体とΰ合伝ᑟᛶ㟁

ᴟを⤌み合わせたᑠ型の㓟⣲分㞳⭷やガスセンサ、Li イオン伝ᑟ体とΰ合伝ᑟᛶ㟁ᴟを⤌み合わせ

た一ᣓ↝⤖型全固体 Li イオン二ḟ㟁ụの◊✲㛤Ⓨに取り⤌んできた。㓟⣲分㞳⭷は、㓟化≀イオ

ン伝ᑟᛶセラミックス⭷の両㠃に㟁ᴟを㓄⨨し、┤ὶ㟁圧を印可することで㟁Ẽ化学ⓗに㓟⣲のみ

を分㞳できる㸦図㸯㸧。ᮏᡭἲは、᪤存の吸╔分㞳ἲとは␗なり、㐃⥆ⓗに㓟⣲分㞳可⬟であるた

め、⑓㝔や⮬宅での⡆便な㓟⣲富化✵Ẽ〇㐀ἲとしてᮇᚅされている。一᪉、全固体 Li イオン二ḟ

㟁ụは、固体㟁ゎ㉁の㧗い化学ⓗ安定ᛶにより㟁ᴟᮦᩱの㑅ᢥ⫥がᗈがることに加え、これまでの

㟁ụ作〇プロセスにはなかったセラミックスの㧗 ↝⤖プロセスをά⏝することで、㛗寿命、㧗エ

ネルギー密ᗘを兼ね備えたḟ世代㟁ụとしてᮇᚅされている。ᮏⓎ⾲では、オン伝ᑟᛶセラミック

スを⏝いた㓟⣲分㞳⭷の≉ᛶᨵ善や全固体 Li イオン二ḟ㟁ụの実⌧につながるᮦᩱ᥈⣴、⢏⏺制

ᚚ、一ᣓ↝⤖プロセスに㛵する᭱㏆の取⤌をご⤂介する。 

図 1 酸化෼イオンఽ಍੓セラミックスを༽いた酸ો෾཯ຜ 
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セラミックスの⢊ᮎᡂᙧ・↝⤖➼のコンピューターシミュレーション 
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ᯇ原 ⚽ᙲ 

 
セラミックスの〇㐀には㸪原ᩱ⢊ᮎのㄪ〇㸦ΰ合・⢊○㸧㸪ᡂᙧ㸪↝⤖㸪᭱⤊加ᕤなど㸪ᵝ々なᕤ⛬が

あり㸪それぞれのᕤ⛬における᭱㐺化を㏻じて㸪᭱⤊〇品のᛶ⬟・品㉁が☜保されている㸬各ᕤ⛬での

᭱㐺化は各メーカーの◊✲㛤Ⓨ㒊㛛および〇㐀㒊㛛に㛗ᖺ⵳✚されてきたノウハウに基づいて㐍めら

れる場合がこれまでの≧ἣである㸬しかし㸪今ᚋのセラミックス〇品の〇㐀プロセス㸪ᮦᩱ⤌ᡂ㸪⏝㏵㸪

ᙧ≧などの多ᵝ化を⪃えると㸪ᚑ᮶のやり᪉ではᑐᛂできない場合が増えてくるとᛮわれる㸬セラミッ

クスの〇㐀プロセス㸪とくに⢊ᮎᡂᙧ・↝⤖にコンピューターシミュレーションによるタィᢏ⾡をᑟ入

することは㸪今ᚋのセラミックス〇品の㛤Ⓨや低コスト化などにおいて㔜せなᙺ割をᯝたすことがᮇᚅ

される㸬 

 図1 には㸪ᮦᩱᵓ㐀のスケール㸦サイズ㸧とィ⟬ᡭἲとの㛵係を♧す1㸧㸬セラミックス〇㐀プロセ

スのシミュレーションで主に取り

ᢅうィ⟬᪉ἲは㸪分子動力Ꮫἲ

㸦MD㸧ἲ㸪モンテカルロ㸦MC㸧

ἲ㸪㞳ᩓせ⣲ἲ㸦DEM㸧㸪᭷㝈せ

⣲ἲ㸦FEM㸧と⪃えられる㸬MDἲ

は原子レベルのタィに᭷効である

が㸪ィ⟬᫬㛫に問㢟がある㸬↝⤖

や⢏ᡂ㛗に⏝いるMCἲは㸪ᮦᩱ基

♏Ꮫ㸦あるいは≀⌮Ꮫ㸧のほⅬ㸪

例えば厳ᐦᛶといったⅬでは十分

とはゝえないシミュレーションᡭ

ἲではあるが㸪⌧ᐇⓗな᫬㛫と大

きさを十分にᢅえるィ⟬原⌮とい

うことができる㸬⮬動㌴や㣕⾜ᶵ

などといったシステムではマクロⓗなィ⟬ᡭἲとしてのFEM がᐃ╔しているが㸪ᮦᩱタィの分㔝では

ミクロⓗなィ⟬ᡭἲがᚲせ不可Ḟであり㸪それをどの⛬ᗘのミクロまで᥀り下げるᚲせがあるかとい

うことが㸪ᮦᩱᢏ⾡の中でもいろいろな㑅ᢥ⫥があるのではないかとᛮわれる㸬MCἲとFEMの㐃ᡂィ⟬

を⊂⮬に㛤Ⓨしている㸬DEMは基ᮏⓗにはミクロタィでありながら㸪マクロタィにも㐺⏝可⬟な᪉ἲ

で㸪充填やᡂᙧのプロセスで᭷⏝であると⪃えられる㸬᭱も㔜せなことは㸪⌧ᐇのᮦᩱ〇㐀のプロセ

スを取りᢅうᢏ⾡⪅㸪◊✲⪅からは㸪⌧ᐇの᫬㛫や大きさなどを取りᢅえるシミュレーションがồめ

られているということであり㸪ᙜ᪥ヲしくⓙさんと㆟ㄽしたいとᛮいます㸬 

 

1㸧ᑎ坂㸪ᯇ原㸪㔝ᮧ㸪セラミックス㸪55㸦2020㸧㸪518㸬 

 



近くて遠い国のやきもの事情 

 

韓国セラミック技術院 利川研究所 陶磁器研究センター 

           勝木宏昭 

 

2017 年より日韓の外交・経済活動や文化・学術交流は凍結期に入り九州に最も近い外国

である韓国が遠い国になり始めているが、各分野での活発な交流の再開が期待されている。 

古代より九州と大陸の交流は長く、福岡市の鴻臚館跡からは唐時代の白磁や新羅時代の陶

器が多量出土している。北部九州の甕、須恵器、瓦の製造は 6㹼7世紀に、また轆轤成形や

高温連房式の登窯焼成による唐津焼・有田焼等の陶磁器の生産技術は 16 世紀末までに朝鮮

半島から伝来したものが多く、現在の九州の陶磁器の創始に強く影響を及ぼした。歴史的に

韓国のやきもの製造と管理は高㯇王朝と朝鮮王朝に強く支配され、図 1の様に高㯇時代は仏

教政治による「青磁」が、また朝鮮時代は儒教政治による「白磁」が特徴である。現在、高

㯇青磁、朝鮮白磁が韓国を代表する国際的なやきものである。一方、日本では江戸期に各藩

が自由に競って陶磁器を生産したので鷹取焼、有田焼、三川内焼、唐津焼、薩摩焼等の生産

地名(藩名)が継承され、現在各地の陶磁器のブランド名となっている。韓国では 19 世紀ま

で王朝直轄の陶磁器生産体制が長く続き、現在の韓国陶磁器に生産地名を示す〇〇焼がない。 

これからの韓国陶磁器の発展には、「伝統の継承と創造への強いチャレンジ」が求められる。 

 本講演では、①韓国陶磁器の歴史と特徴、②現在の陶磁器産業や陶磁器利用の状況、③ユ

ネスコの「クリエイティブ都市」に認定された利川市の新たな動き等について紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 韓国陶磁器の変遷(写真の陶磁器はソウルの国立中央博物館等に所蔵) 


